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生
の
素
晴
ら
し
い
投
稿
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
『
私
に
は
、
自
分
だ
け

の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
人

と
し
て
の
最
低
限
の
こ
と
を
守
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
一
つ
目
、
「
ゴ

ミ
を
ポ
イ
捨
て
し
な
い
」
二
つ
目
、「
自

分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
を
人
に
し
な

い 

中
略
』
…
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
で
汚

れ
た
用
水
路
を
見
て
感
じ
取
り
、
嫌
な

こ
と
を
さ
れ
た
相
手
の
心
の
痛
み
を

理
解
し
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
生

き
て
い
け
た
ら
と
…
思
い
を
書
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
誓
願
」
で
す
。 

 

松
原
老
師
は
中
学
時
代
に
西
洋
の

こ
と
わ
ざ
、
『
一
人
で
は
何
も
で
き
な

い
。
一
人
が
始
め
な
け
れ
ば
何
も
で
き

な
い
』
「
よ
い
こ
と
は
一
人
で
は
な
か

な
か
で
き
な
い
。
だ
れ
か
が
し
て
く
れ

た
ら
一
緒
に
し
よ
う
、
と
待
っ
て
い
た

ら
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
何
一
つ
で
き

な
い
。
そ
れ
よ
り
も
自
分
か
ら
進
ん
で

す
る
最
初
の
一
人
に
な
る
こ
と
。
そ
の

勇
気
が
な
か
っ
た
ら
結
局
何
も
で
き

な
い
」
の
言
葉
に
感
銘
し
、
こ
れ
が
仏

教
に
通
じ
る
「
菩
薩
の
誓
願
」
で
あ
る

と
気
づ
き
、
誰
に
で
も
心
に
備
わ
っ
て

い
る
「
仏
心
」
に
目
覚
め
よ
と
、
臨
終

間
際
ま
で
精
魂
込
め
て
布
教
活
動
に

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
四
つ
の
誓
願
の
実

践
で
仏
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。 

広
厳
寺
寄
席
ご
案
内

 

第
５
回
三
遊
亭
鳳
楽
独
演
会 

 

期
日 

平
成
二
十
一
年 

十
月
四
日
（
日
曜
） 

時
間 

 

午
後
五
時
開
演 

 
 

（
午
後
四
時
半
開
場
） 

会
費 

千
円 

発
売
中
！ 

定
員 

三
百
名 

 ＊
第
５
回
目
と
な
る
「
三
遊
亭
鳳
楽
独

演
会
」
今
年
か
ら
時
間
を
一
時
間
早
め

て
「
午
後
５
時
開
演
」
で
す
。 

 

い
ま
ま
で
の
演
目 

第
１
回 

「
こ
ん
に
ゃ
く
問
答
」 

 
 
 
 

「
し
り
も
ち
」 

第
２
回 

「
味
噌
蔵
」「
文
七
元
結
」 

第
３
回 

「
子
ほ
め
」「
禁
酒
番
屋
」 

 
 
 
 

「
ね
ず
み
穴
」 

第
４
回 

「
目
薬
」
「
真
田
小
僧
」 

 
 
 
 

「
八
五
郎
出
世
」 

三
遊
亭
円
楽
師
匠
の
総
領
弟
子
、
鳳
楽

師
匠
の
本
格
落
語
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。 

広厳寺の宗旨 曹洞宗（そうとうしゅう） / 開祖 道元禅師 / 本山 福井県永平寺 神奈川県總持寺 

衆
生
無
辺
誓
願
度 

 
 

松
原
泰
道
老
師
が
世
寿
一
〇
一
歳
で

亡
く
な
ら
れ
た
。（
七
月
二
十
九
日
午
前

十
一
時
二
十
八
分
肺
炎
に
て
、
臨
済
宗

妙
心
寺
派
、
京
都
の
龍
源
寺
前
住
職
）

老
師
は
百
歳
を
過
ぎ
て
も
講
演
、
執
筆

を
こ
な
し
、
著
書
は
百
三
十
冊
に
及
ん

で
い
る
。 

 

平
成
十
年
に
十
七
教
区
主
催
の
仏
教

講
演
会
（
会
場
広
厳
寺
）
に
講
師
と
し

て
お
出
で
い
た
だ
き
、
そ
の
折
に
絡
子

に
揮
毫
い
た
だ
い
た
の
が
「
衆
生
無
辺

誓
願
度
」
で
し
た
。
こ
れ
は
、
四
つ
の

誓
願
第
一
番
で
、
次
に
は
「
煩
悩
無
尽

誓
願
断
」
「
法
門
無
量
誓
願
学
」
「
仏
道

無
上
誓
願
成
」
と
あ
り
ま
す
。「
四
弘
誓

願
文
・
し
ぐ
せ
い
が
ん
も
ん
」
と
言
い
、

私
た
ち
が
日
頃
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
四
つ
の
願
い
で
す
。
勤
行
聖
典
、

梅
花
流
詠
讃
歌
教
典
に
も
あ
り
、
日
々

お
唱
え
し
て
お
り
ま
す
。
老
師
は
こ
の

誓
願
文
を
誰
に
で
も
分
か
り
易
く
、
一
、

身
近
な
人
に
奉
仕
（
布
施
）
し
よ
う
。 

二
、
足
も
と
の
ゴ
ミ
を
一
つ
拾
お
う
。

三
、
一
日
に
、
一
つ
教
え
を
学
ぼ
う
。 

四
、
永
遠
の
路
を
、
一
歩
一
歩
、
ゆ
っ

く
り
歩
も
う
。
と
翻
訳
し
て
い
ま
す
。 

 

衆
生
は
無
辺
な
れ
ど
（
数
限
り
な
い

人
々
）
、
煩
悩
は
無
尽
な
れ
ど
（
尽
き
る

こ
と
の
無
い
煩
悩
）
、
法
門
は
無
量
な
れ 

ど
（
奧
深
い
仏
の
教
え
）、
仏
道
は
無
上 

           

な
れ
ど
（
こ
の
上
な
い
お
悟
り
）、
こ
れ

を
必
ず
成
し
と
げ
ん
こ
と
を
誓
っ
て
生

き
る
の
が
仏
教
徒
の
生
き
方
で
す
。 

 

八
月
二
十
四
日
の
新
潟
日
報
朝
刊

「
窓
」
欄
に
、
新
発
田
市
の
女
子
中
学 

 

平成 10年 10月 3日 於広厳寺 

仏教講演会にて揮毫 


